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年の初めに 

 

                           担当司祭 田丸 篤 

年の初めに、人々は神様にこの１年のことを祈り

ます。お祈りで神様にいろんなことをお願いしてい

ると思います。でも祈りはただ神様にお願いをする

ことだけではないと思います。サムエルという男の

子は神殿で祭司であるエリと一緒に生活していまし

た。ある晩、眠っているサムエルに神様が「サムエ

ル、サムエル」と声をおかけになります。その声を

聞いたサムエルは祭司であるエリが自分を呼んでい

ると思って、エリの所へ「お呼びになったので参り

ました」と言いました。でもエリは、「わたしは呼ん

でいない。わが子よ、戻っておやすみ」と言います。

そしてまた神様は「サムエル、サムエル」と呼ばれ

ます。エリはこれは神様がサムエルを呼んでおられ

るのだと気づき、サムエルに今度「サムエル」と呼

ぶ声が聞こえたら、「主よ、お話しください。僕は聞

いております」と言いなさいと言います。私はこの

「どうぞ、お話しください。僕は聞いております」

という態度がとても大切だと思います。祈りは、た

だ自分の願いを神様にお祈りすることだけではあり

ません。この「どうぞ、お話しください。僕は聞い

ております」のように神様の願い、思いを私たちが

聞いていくことです。神様の願いを

聞くと言っても、私たちの耳に実際

に神様の声が聞こえてくるというこ

とではないでしょう。でも神様は、

私たちがいつもサムエルと同じよう

に「どうぞ、お話しください。僕は

聞いております」という心でいつも神様に心を向け

ていくことを待っておられるのだと思います。 

イエス様はご自分に従って来る弟子に「何を求め

ているか」とお尋ねになります。そして彼らが「ラ

ビ、どこに泊まっておられるのですか」と言うと、

イエス様は「来なさい。そうすればわかる」とお答

えになります。弟子たちがイエス様に「どこに泊ま

っておられるのですか」と尋ねたのは、あなたはど

なたですか、イエス様の真の姿を教えてくださいと

いう意味だったでしょう。そしてイエス様は弟子た

ちに「来なさい。そうすればわかる」とお答えにな

ります。来なさい。そうすれば私が誰であるか、何

を求め、何を示そうとしているのかわかるようにな

るだろうということです。私たちも同じような体験

が必要です。イエス様と出会い、イエス様がどなた

であるか、何を私たちに望み伝えようとしてくださ

っているかを知っていくこと。そのために毎日イエ

ス様に心を向け、語りかけ、対話をしていくことで

す。私が以前お配りした笑顔のイエス様の絵を自分

の前に置いて、イエス様に親しく語りかけてみる。

またミサに与る時、イエス様に向かって私は今日あ

なたにお会いするためにここに来ましたと伝えてい

く。そのような実践が大切です。どうか、この新し

い一年をイエス様とつながり、親しく交わる年とし

て過ごしていきましょう。そして私たちも心から

「私はイエス様にお会いできた」と言える人になっ

ていきましょう。その力と恵みを願います。 
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★★信徒の声★★ 

 

４年振りの荘厳司教ミサに参加して 

 

E O 

2023 年 11 月 11 日、東京カテドラルで、4 年振り

の荘厳司教ミサが開催され，参加致しました.「世界

の子供のため」のミサで、司式が埼玉教区の山野内

司教様と知り，是非参加したいと思いました。  

 私は、サレジオ女性会に属していて，横浜市の児

童自立支援施設の公陽学園の少年達とお茶を通して

ふれ合うボランティア活動を行っています。この施

設は，小学高学年から中学3年生までの少年達が入園

しています。現代社会のゆがみの中で横道にそれた

り、劣悪な条件に押しつぶされそうになった子供達

は，広い敷地の中で寮生活をし、義務教育を受けて

学んでいます。活動は，年に 6～7 回のお稽古と卒業

茶会を行っています。「茶道のこの時この場を、なご

みの時、場」として子供達とふれ合っています。こ

の活動は，27 年前から始まり，戸塚教会からは，

2008 年 11 月から 3 名参加し，その後、今では，信

者、未信者を含め、のべ十数人が活動しています。 

  

この活動を続けていく私達の支えとして，サレジオ

会の山野内神父様に，黙総会や、子供達のためのミ

サ、卒業茶会で子供達へ講話など、沢山支援してい

ただきました。神父様は活動の始めに，「あなた達は、

茶道を通してキリストの愛を伝えて行くのです」と

仰いました。私達はその言葉を胸に活動しています。 

 そんな理由で、荘厳司教ミサに参加致しました.当

日は、侍者 7 人、神父様 10 人、そして、最後に山野

内司教様が入堂、聖堂一杯の信者の中、聖歌と朗読

は，全てラテン語で、約 3 時間もかかりました。 

  

次に司教様のお説教の要約をお知らせします。 

 『主イエスの弟子として本物のキリスト者は、子

供や孫達の希望に満ちた未来と，食べ物も無く生き

る場所もなく苦しんでいる人々のことを忘れないよ

うに祈る人である。また、自分の生き方が、イエス

の考え、祈り、行動に一致するかどうか常に確かめ

る必要がある。新型コロナによって引き起こされた

パンデミックと、絶え間ない激しい戦争によって、

経済的にも健康の面でも，世界的に不安定さに直面

している世界のために祈りましょう。』 

 

 司教様のお説教を聞きながら、かつて私達の活動

に支援して下さった数々を思い出しておりました。

お話しする機会はありませんでしたが、とてもご立

派で、誇らしかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山野内司教 

入堂の様子 

東京カテドラル外観 
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ホロドモール合同祈祷式に参加して 

K N 

 

昨年 11 月に東京カテドラル大聖堂で行われた荘厳

司教ミサに教会の4人の仲間と参列の折りに，日本で

唯一であるウクライナ正教会のポール・コロルーク

司祭との出会いがあり、12 月 3 日に行われるホロド

モール合同祈祷式への参加を勧めて頂いた。 

 ホロドモールとは、「飢餓による死」を意味し、

1932～3 年、旧ソ連のスターリンの政権下、ウクラ

イナの国家主義と裕福な農民達の結びつきを押さえ、

政治的、社会的にもウクライナ人の抹殺を目指した

残虐行為のこと。知識人は銃殺され、農民を村に閉

じ込め食糧の供給を封鎖し、食料を持っていると逮

捕されたり銃殺された。その死者は1千万人とされて

いる。ウクライナでは 11 月をホロモドール記念月間

に指定されていて、この度の祈祷式もその犠牲者を

追悼する礼拝として行われた。 

 祈祷式が行われたオルバン教会は東京タワーの見

える港区神谷町に位置している。聖堂内は木の造り

の趣のある静かな空間が感じられて、白い木の柱で

支えられた天井が印象的に目に入る。正面の壁には

聖ウルバン、聖マリアとイエスキリストのイコンが

飾られていた。礼拝は英語で行われているが、日本

を含む世界から集まった人々の祈りの場として受け

入れていた。  

 祈祷式は死者を追悼するかのように優しいヴァイ

オリンの音色で始められた。その後、ユダヤ教、イ

スラム教、キリスト教、禅宗と、その宗教を代表す

る立場の方々が，各々の持つ信仰と平和への道につ

いてのお話しが語られた。その内のお一人臨済宗の

成田副住職は、「コロルーク司祭から学びこの場で話

せることに感謝。私がいつも考えることは，どの宗

教に限らず宗教家としてこの混沌とした世の中、戦

争が止まらない。この世界をどう変えたらよいのか、

私の例えでいうと、今の世界は汚れた池と思う。そ

の汚れた池をきれいにするにはどうしたらよいのか。

池の水を抜いてしまえば簡単ですが、それは生きて

いる人間は全員死んでしまう。魚も死んでしまう。

それなら汚い水を一杯汲みだし、一杯の綺麗な水に

入れ替える作業を繰り返す。それを永遠に繰り返す。

その作業こそ私達宗教家に求められていると思う。

ホロドモールに限らず世界中に不幸が多く起きてい

る.私達には平和を祈りそれを望む多くの方々に今日

ここに集まっている.小さな一歩だが、この小さな積

み重ねが将来の子供達に平和な世界を残せると信じ

ております」と語られた。 

 又この祈祷式の主催者コロルーク司祭は「ウクラ

イナはロシアとドイツとの歴史のなかで何度も攻撃

され傷つき身近な大勢の尊い家族を失った。今もウ

クライナへの侵攻は終わらず悲劇は絶えない。この

現実と信仰とを結びつける事、聖書の中のキリスト

を歓迎した人々の心とキリストを憎んだ人々の心、

私の心の中に両方ともいる。この地球が大変なとき

だからこそ逃げずに二人の自分と向き合わなければ

ならない。司祭として十分ではないが、キリスト教

は素晴らしい。弱い私でも人々を助けることが出来

る」と語られた。司祭は更に「長い歴史の中での怒

り憎しみを消すのは難しい。けれども目の前の人と

は仲良くしたい。私は5年間入院したことがあり、そ

の看護師達は世界中で私一人であるかのように看護

してくれた。私はその経験と同じように人と接した

い」と語られた。 

 礼拝の最後は"ウクライナへの祈り（リセンコ作曲）

“がそこに集まった会衆によって歌われた。気がつく

と聖堂内には様々な国の人で一杯で、平和を祈る心

が一つとなり大合唱となっていた。コロルーク司祭

の祈りを神様が受け止めて下さったように感じた。 

 教会を出ると夕暮れになっていて、そこで小さな

赤ちゃんをベビーカーに乗

せたウクライナの若いご夫

婦に出会った。この家族が

いつまでお幸せであります

ように。ウクライナと全世

界に一刻も早く平和が訪れ

ますようお祈り致します。 
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マラナタ 

 

N F 

新たな年を迎えた。だが、世は、凄惨、狂騒、物

騒な世である。私事、心沈むこともあった。昨年の

春、親しい友人の伴侶が、階段から転落して急死し

た。心の準備が無かった友人は「伴侶の死を言葉や

文字にすると現実を受け容れることになる」と６ヶ

月後に伝えてきた。底知れない悲しみに暮れていた。

言葉を失い友人の元気を祈るしか無かった。いろい

ろあった。その最中にあっても。私達は心に静けさ

を保つ。 

 

マザーテレサは、「沈黙の実りは祈り、祈りの実

りは信仰、信仰の実りは愛、愛の実りは奉仕、奉仕

の実りは平和」と祈っておられた。 

実にキリスト教は、未来志向である。私達は、未来

にイエス・キリストの再臨を待ち望む。マラナタ、

主よ来て下さいと。私達は、イエス・キリストに直

ちにお会いする大いなる希望に生かされている。時

にドブネズミのように感じる、この自分も希望に生

かされている。 

世がとことん乱れても、私達は、静かに過せる。乱

世の闇に明るく照らされた道を見るからである。 

 

実にイエス・キリストは、私達の第２の死の代わ

りに死んで下さった。私達が、命を得るため、神に

かたどられて造られた者に相応しくなるために。

「私達全てのため無限の死を下さった方が有形の者

となり無限の光を乗り越えて下さいました。そこに

無上、 無限の温かさ、いつくしみを感じます。」 

主の十字架によって、私達は誘惑と罪に勝てる者と

された。世に惑わされることなく、光に照らされて

闇を乗り切る者とされた。争乱の犠牲者の幸せを祈

り、沈黙して感謝である。 

マラナタ。 

 

 

 

 

 

12 月 9 日(土)に戸塚 YMCA で戸塚区内のキリスト教教会及び戸塚 YMCA、明治学院大学による合同クリ

スマス会が開催されました。 

戸塚教会からは、田丸神父が子供達を前にして説教を行い、聖歌隊として 9 名が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同クリスマス会 

 



5 

 

 

 

 

 

 

１） 能登半島救援募金 

募金へのご協力、ありがとうございます。 

全額、カリタスジャパンへ送金いたします。送金日、金額等は福祉部掲示板及び教会だより 2 月号で報告し

ます。 

被害の甚大さから、被災された方々への長期にわたる寄り添いが必要です。福祉部では、随時、信徒の皆さ

まにボランティア募集情報等を継続的にお知らせします。また、カリタスジャパン及び幾つかの募金窓口の

情報を、福祉部掲示板に掲示します。 

 

２） 愛の献金 

対象の 14 団体に、送金の 2 か所を除き、福祉部運営チームのメンバーで手分けして、1 月 10 日までに訪問

を終えました。 

施設の方々に喜んでいただく一方、運営の現状を伺う貴重な機会でした。 

 

３） 福島やさい畑支援 

12 月 24 日の NPO 法人福島やさい畑の販売額は 105,040 円でした。

近隣の方が 20 人ほど来場、交流があったのは嬉しい事でした。次回は

2 月 25 日、いちご、冬野菜にご期待ください。 

 

 

 

４） ステラマリス毛糸の帽子 

12 月 29 日（金）、戸塚教会信徒 4 名が横浜港での訪船活動に参加し、戸塚教会信徒及び

カリタス石巻ベースの利用者が編んだ320枚の帽子を含むクリスマスプレゼントを船員さ

んに渡しました。コロナの為、去年までは乗船できなかったのですが、今年は船長室に招

かれる船もあり、明るい笑いのうちに船員さんに手渡すことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

５） 原宿修道院向け古布 

12 月 16 日～25 日の古布集めにご協力ありがとうございました。今回もたくさん修道院に渡すことができ

ました。 

 

 

福祉部からのお知らせ 
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教会委員会からのお知らせ  
 

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜1月度定例教会委員会（1/14）＞ 

【協議事項】 

 （１) 1 月ミサ行事日程表の確認（典礼部） 

（教会便りには確認後の内容を掲載） 

（２）①四旬節練成会（福音宣教部・教学部） 

共同宣教司牧第 1 回の後イベントの第２回として 

2024 年 3 月 3 日(日)ミサ後 11：15～13：00 頃 

テーマ：「交わりの場としての戸塚教会」（仮題） 

導入のお話し：田丸神父様（30 分程度） その後の

分かち合いに多くの時間を取るようにする。 

②堅信式に向けての勉強会について 

対象者：中高生（24 名）、成人（185 名） 

勉強会は中高生と成人に分けて実施。中高生は田丸

神父様がご指導。成人は信徒が担当予定。 

・大人の堅信を受けていない者は、幼児洗礼以降に

堅信式を受ける機会を逃したパターンが多いと想

定。13-18 歳の 24 名の堅信式への誘導は、その親

にも働きかけることが重要。進めるにあたり、教会

委員会はじめ信徒の多くの人の協力が必要。 

・中高生対応で Zoom 参加が考えられる。画像でも

説明ややりとりを行いたいので、face-to-face で。

中高生全員に声掛けし、参加できない場合のフォロ

ー（代替日の設定等）も重要。 

・大人向けの勉強会の進め方は中高生対応とは別枠 

・本人との連絡・コミュニケションの取り方が大事

で、ひとりひとりにコンタクトをとることになる

（75 歳以上の信徒でも同じ）。 

・重要なテーマなので、各委員持ち帰り、次回の委

員会で具体的に詰めて、できるだけ多くの人に堅信

を受けるように勧めるやり方を検討する必要がある 

(3) お任せパック予算内訳について（福祉部） 

・前回を受け福祉部として 2024 年度予算として 9.5

万円（9 万円は通信費、消耗品 0.5 万円）を要望。 

・2020 年から始まった。教会に来られない人々への

情報提供・共有の実現、週 1 回のミサがあり、内容

の鮮度を維持したいということもある。 

・毎週の配布を月 2 回等への回数削減、通信費もま

とめ扱いなど費用削減等の工夫が必要では。 

・（新しい）地区割における近隣の信徒のつなが

り・分かち合いと連動して、情報提供・共有を進め

るのが良い。現状のお任せパックは健康な高齢者が

主な読者になっている。 

★結論はお任せパック予算を 8 万円とする。ただし

月 2 回の郵送にする等経費削減の努力を前提とする 

（4）2024 年予算（案）（配布資料を基に協議） 

財務部の資料を基に、各部からの実情を踏まえた意

見を踏まえて一部修正し、総会に提出予定。 

（5）２０２３年度活動方針振り返りと２０２４年度

活動方針案（広報部） 

・12 月委員会で口頭説明内容を資料化し確認した。 

(6) 信徒大会の準備について（委員長） 

①各部の振り返りと方針は各部で１２月委員会資料

から必要に応じて修正してほしい。 

②活動部と活動内容に関する表にある活動グループ

のメンバーの紹介をしたい。（メンバー多数の場合

は、立ち上がって会釈してもらう程度で良い） 

③土地活用検討委員会の最終答申書について 

・「元気がもらえる教会」と受け止めている信徒も

いると思うが、本答申書ではそうでない信徒の存在

を踏まえた内容になっていると考える。 

・土地活用検討をまとめられなかった背景（根本原

因）は、将来の教会の在り方が不明であること。 

・様々な信徒の実際の意見・考え方を把握しておく

ことが必要であると考える（アンケート等）。 

・2019 年のビジョン委員会の検討は良かったと思

う。本委員会は大きな枠組みで将来をゆっくり検討

する状況にはない（実務的に多忙）。本委員会と別

枠のアドバイザリーボード（数名構成で良い）があ

ると良いだろう。 

・別枠のアドバイザリーボードの前身チームのメン

バーを募り、2024 年度を通して本委員会との関係性

の確保、連携の進め方等を整備・共有したうえで、

2025 年度の信徒大会で正式組織として発足すること

を承認してもらうという流れが良いだろう。 

・諮問する場合は論点を具体的にして絞ったり、答

申を具体的な行動に移す道筋もまとめたりするな

ど、関係者と共有することが必要と考える。 

・前回答申は 9 月、その後にコロナ禍が到来したの

で、何も実現できなかった。 

 

［報告事項］ 
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【財務部】 

①指定献金「世界こども助け合いの日」を 1/27．

28に実施予定。皆様のご協力とお祈りをよろしくお

願いいたします。 

②2023年度教区への決算書の作成と送付。 

【管財部】 

①地下物置場のゴミ回収(12/19)工事終了。 

② 地下駐車場の天井等の LED 化の見積りを依頼中 

【典礼部】※ミサ行事予定表も参照ください 

（配布資料を基に報告） 

① 田丸神父様との対話週間：1/23(火)～27(土) 

14～15 時（３０分/人） ※要事前申し込み。 

② 横浜教区典礼研修会：2/12(月・祭)10：00～

15：30（昼食は各自持参）/藤沢教会 

③灰の水曜日：2/14(水)10 時ミサ ※2/4 まで古枝

回収箱をロビーに設置。2/8 に原宿教会で灰の作成 

④合同入信志願式：2/18(日)15：00～/藤沢教会 司

式：梅村司教。 

【教学部】 （配布資料を基に報告） 

① 教会学校より 

・1/14(日)より初聖体に向けての勉強会を開始。初

聖体のお祝いは 6/2(日) 「キリストの聖体」ミサ 

・通常の教会学校（第 2，4(日)ミサ前）に加え、同

じ内容を土曜日ミサ前にも実施します。 

・対象者 6 名（3 年 2 名、4 年 2 名、5 年 1 名、中

1、1 名：2024 年度時点）：現在保護者に確認中 

② 図書について 

・現在の蔵書は 510 冊：2023 年に文庫本や傷んで

いる本を処分したため新たな蔵書リストを作成中 

・最近蔵書として未整理本が書棚によくあります。

寄贈してくださる場合は教学委員か、受付の方にお

申し出ください。（あまりに古い本、遺贈など大量

の本のご寄贈はご遠慮ください。 

・購入希望図書がありましたら教学委員か受付の方

にお申し出ください。 

【福音宣教部】 

①12/24（日）オープンデー開催ミサ終了後から 

１２：００まで（「福島やさい畑」に併せて開催） 

②1/28（日）14 時～16 時 第 5 地区共同宣教司牧委

員会「神の愛を証しする力を育てる部門」開催予定 

【広報部】 

活動部の報告や信徒大会に関連したメッセージ等が

あれば掲載したいので、１月中を目途に原稿を。 

【福祉部】 

①「令和 6 年能登半島地震」募金活動を 1/13

（土）.14（日）.20（土）２１（日）に実施 

③ 「福島やさい畑」12/24（日）販売。売上は

105,040 円。ミサ中に近隣の方約 20 名来店。次

回は 2/25（日）。今後：4/28、6/23 

③【第五地区「証し部門」集まり】が 1 月 28 日

（日）に戸塚教会で行われます。 

【行事親睦部】 

コンサート開催時期調整の結果、2024 年は見送り、

2025 年開催にむけて努力する。 

 

【世界こども助け合いの日・献金（財務部）】 

「世界こども助け合いの日」を呼び掛ける教皇庁児

童宣教事業は、幼子イエスの保護にゆだねたいとの

希望から、聖なる幼子の会または幼子宣教会とも呼

ばれます。その目的は、「子どもたちを助けている

子どもたち」をモットーに献身する、キリスト者の

子どもたちの運動を促進し、生み出すことです。児

童宣教事業の活動の頂点であるこの日、彼らは自分

たちだけでなく世界中の子どもたちの幸せを願って

祈り、犠牲をささげ、支援を行います。日本では、

各教会等に加え、カトリック系の幼稚園や保育園の

大勢の子どもたちが献金に手紙や絵を添えて協力し

ています。当日の献金は全世界からローマ教皇庁・

福音宣教省に集められ、世界各地の恵まれない子供

たちのために使われます。戸塚教会では１月２7 日、

28 日で献金を行います。皆様のお祈りとご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

 

次回教会委員会は 2/11(日) 信徒大会後～ 

 

 


